
第 14 「西高フオーラム」

・―公開シンポジウムー
ご案内

共催 一般財 団法人西高会

都 立 西 高 同 窓 会

後援 杉 並 区教 育 委 員 会

一般財団法人西高会と都立西高同窓会では、本年も、杉並区教育委員会の後援を得て、「西高
フォーラム」を下記の通り開催いたします。第1部では西高生徒による発表、第 2部では社会で活躍
する同窓生による討論を行います。広く地域の皆様をはじめ生徒、保護者、教職員、同窓生のご参
加をお待ちしております。土曜の午後のひととき、お楽しみいただきますようご案内申し上げます。
(このご案内は、近隣の方々や西高関係者に配布しております。)

■ 日 時 :2018年 6月 2日 (土 )13時 10分～16時 30分 開場 12時 30分

■ 会 場 :都立西高視聴覚ホール (西高正門を入って左側の建物)

■ 入場無料、車でのご来場はご遠慮願います。

第1部 在校生によるフオーラム   13110～ 14110

第 2部 同窓生によるフオーラム   14125～ 16:30

『自動車の自動運転がもたらす未来 ～その課題と社会的影響～』

『 AIで何が変わる?』

第1部  「AIで何が変わる?」

AIの進化と普及は、単に科学技術の問題というだけでなく、人間の生き方や価値観にも多大

な影響を及ぼす可能性を秘めています。 2013年、オックスフォード大学のマイケル・A・オズ

ボーン氏は論文「雇用の未来」において、今後10～ 20年程で米国の総雇用者の約47%の仕

事が自動化される可能性が高いと結論づけました。 実際問題として、私たちの社会はすでに

Alによって様々な影響を受けています。第2部の主題となつている自動車の自動運転の進化

と普及はその最たるものかもしれません。 このような現代社会、また近未来の社会において、

月 で何が変わり、また変わらないのは何であるのかについて、今回は現役生が様々な角度か

ら考えたことを御紹介します。多岐に渡る旺盛な知的好奇心と柔軟な思考から、いつたい何が

飛び出すのか、御期待ください。

フオーラムについての問合せ先  同窓会事務局 丁EL 03-3247-0765



第2部「自動車の自動運転がもたらす未来

～その課題と社会的影響～」

コーディネーター

高橋 進 (西 23期 )日本総合研究所 チェアマン・エメリタス
2020年の自動車の自動運転実用化を巡つて、各社、各国がしのぎを削り、様々な方式、場所での実

証実験も活発化しています。しかし、技術的な問題だけでなく、法的な規制も含め、まだまだ解決すべ

き課題は多そうです。他方、自動運転は、高速道路での自動運転だけでなく、高齢者の移動のラス
トロワンマイル対策や、夜間などの宅配便の配送など、社会の様々な側面から、そのメリットを考えてみ
ることが、有益ではないでしょうか。

パ ネ ス ト

上田 進朗 (西 21期)慶 応義塾保険学会 常務理事
モータリゼーションは多大の利便性をもたらしましたが、『交通戦争』に代表される負の社会的

要素も拡大し、それらへの対応の影響は、更にあらゆる分野に波及していきました。
保険業界においても例外ではなく、特に損保業界においては、正に『新種保険』であつた

『 自動車保険』が業界の中心となつて、今日の隆盛を見るに至っています。
自動運転車で社会はどう変わつていくのか、『保険』を通して考えてみます。

津雲  淳 (西 23期)元 NEC中央研究所 パタン認識研究部長
自動運転には運転支援から自律運転まで何段階かのレベルがあります。自律運転のレベル

だと、自動車が感覚 (視覚・聴覚)と知能を保有することになると思います。
感覚と知能を保有するための技術とはどのようなものか ?それを実証するためには何をすれ
ばよいか ?その後、自動運転は技術にどのような影響を与えていくのか?
情報通信技術の視点から自動運転とその未来について考えてみたいと思います。

沼上 志保 前都立西高 PTA広報部長

自動運転への期待は、様々ありますが、より安全に、安心して目的地まで移動できることは、車を

利用する多くの人が望むことだと思います。近年、自動運転に近づいていることを感じさせる様々

な機能が増えていることをいろいろな場面で実感しています。これまで、子育て・介護等において

車に助けられてきましたが、生活必需品として車を運転してきた立場から自動運転の未来を考える

ことができたらと思います。

小田 智子 (西 37期)東 京都トライアスロン連合 理事
私は自動車の運転が好きです。人間が行つている運転は「認識 (認知)、 判断、操作」の 3つ

の技能を必要とするスポーツの一種と捉えていました。この点からは自動運転が普及するこ
とに対して「好きなものの魅力が少なくなる」様で、積極的に受け入れていませんでした。 しか
し、あと数年で自動運転時代が到来し、生活もビジネスも大きく変わると言われています。自動
運転により、安全性が高まり、今まで運転ができなかった方々にも運転が可能になるならば、
自分の認識を方向転換する時期かもしれません。「自動運転が都市部で普及するようになると

自動車は個人の資産ではなく都市部のインフラの一部になる?」そんな日を自分の日で見るこ

とが出来るでしょうか ?様々な可能性について考えていきたいと思います。

井上  員 (西 46期)ト ヨタ自動車 MS車両性能開発部
環境に優しく、安全で快適、運転が楽しい !そんなクルマを提供したいと思いながら、車両開

発に携わつております。 自動運転は、運転好きの人が高齢になつても安全に運転を楽しめた
り、身体の不自由な人も自分の車で移動できたり、より多くの人が Funお Driveを感じられる技
術だと思います。

東京オリンピックが開かれる 2020年や更に先の将来、自動運転技術とモビリティ社会がどこ

まで進歩しているか、私も楽しみです。


